
 

報 告 番 号  ４  号 

   令和 3 年 11 月 29 日 

 

根室市議会議長 田 塚 不二男 様 

 

会派名（議員名） 無所属 壷田 重夫   

 

代表者名                 

 

政務活動報告書 

区  分  ☑調査研究 ・□研  修 ・□広  報 ・□広  聴 

 □要請・陳情活動 ・□北方領土対策活動 ・□会  議 

活動テーマ・目的等 ポストふるさと納税 観光問題経済政策 

期    間  令和 3 年 9 月 28 日（火）～ 令和 3 年 9 月 28 日（火 ） 

参 加 者 氏 名 壷 田 重 夫 

応  対  者 

（ 講 師 等 ） 

 

経済学者 石井至先生 

場 所 東京都港区高輪３丁目１０－３０ 品川プリンスホテル 

行 程 根室市～中標津空港～羽田空港～上大崎１丁目～千代田区～羽田空

港～中標津空港～根室市 

内 容 ・ 成 果 等 

 

ポストふるさと納税経済政策と観光経済について説明をお聞きし、

地域活性化の為にどのような運営方針をしてゆかなければならない

のか、今のふるさと納税の収益を保つ為にはどの様にすれば良いの

か等、意見交換を致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

報 告 番 号  ３  号 

   令和 3 年 11 月 29 日 

 

根室市議会議長 田 塚 不二男 様 

 

会派名（議員名） 無所属 壷田 重夫   

 

代表者名                 

 

政務活動報告書 

区  分  ☑調査研究 ・□研  修 ・□広  報 ・□広  聴 

 □要請・陳情活動 ・□北方領土対策活動 ・□会  議 

活動テーマ・目的等 ブランドビジネス展開歴史の背景 

期    間 令和 3 年 9 月 27 日（月）～ 令和 3 年 9 月 27 日（月） 

参 加 者 氏 名 壷 田 重 夫 

応  対  者 

（ 講 師 等 ） 

 

関東学園大学経済学部・経済学科教授 

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会アドバイザー 

竹村奉文様 

場 所 東京都千代田区平河町２－４－１（財）日本都市センター 

行 程 根室市～中標津空港～羽田空港～上大崎１丁目～千代田区～羽田空

港～中標津空港～根室市 

内 容 ・ 成 果 等 

 

前回お会いした時の意見を踏まえ、ブランドビジネスの歴史をお聞

きし、根室のブランドビジネス展開プランについて、地域ブランド

に関して、必要性があるか利益に結びつくか等のアドバイスをお聞

きしながら意見交換を致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



報告番号  ２  号 

   令和３年９月３０日 

 

根室市議会議長 田 塚 不二男 様 

 

会派名（議員名） 無所属 壷田 重夫   

 

代表者名                 

 

政務活動報告書 

区  分 

 ☑調査研究 ・□研  修 ・□広  報 ・□広  聴 

 

 □要請・陳情活動 ・□北方領土対策活動 ・□会  議 

活動テーマ・目的等 地域ブランド展開について 

期    間 令和３年６月２８日（月）～令和３年６月２８日（月） 

参 加 者 氏 名 壷 田 重 夫 

応  対  者 

（ 講 師 等 ） 

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会（全旅連） 

特命理事 竹 村 奉 文 様 

場 所 東京都千代田区平河２丁目５－５全国旅館会館４階 

行 程 珸瑤瑁１丁目～釧路空港～羽田空港～上大崎～千代田区～羽田空港

～釧路空港～珸瑤瑁１丁目 

内 容 ・ 成 果 等 

 

地域ブランドは、40～50 年以前から産地の町おこし的な目的で始

まった。しかしその多くは、産地自己満足的な結果に終わり、このこ

とから産業が発展するなどの成果から街おこしに貢献したと言う物

語は殆ど耳にした事がないように思う。ブランド展開は流通側のニ

ーズで発生してゆくと考えるべきではないか。良いものを作れば売

れると言う短絡的な考えは、折角の良い物が消費地に認められるこ

となく終わってしまうと言う結果を呼ぶのではないかと思います。

この事から全旅連と言う、全国の地域からなる組織のノーハウをお

借りしながら調査研究をおこなっている。 

 

 

 

 

 

 

 



報告番号  １  号 

   令和３年９月３０日 

根室市議会議長 田 塚 不二男 様 

 

会派名（議員名） 無所属 壷田 重夫   

 

代表者名                 

 

政務活動報告書 

区  分 

 ☑調査研究 ・□研  修 ・□広  報 ・□広  聴 

 

 □要請・陳情活動 ・□北方領土対策活動 ・□会  議 

活動テーマ・目的等 ポストふるさと納税後の経済政策 

期    間 令和３年４月４日（日）～令和３年４月４日（日） 

参 加 者 氏 名 壷 田 重 夫 

応  対  者 

（ 講 師 等 ） 

関東学園大学 経済学部教授 

竹 村 奉 文 様 

場 所 東京都港区高輪 4-10-30 品川プリンスホテル 

行 程 珸瑤瑁１丁目～釧路空港～羽田空港～上大崎１丁目～品川プリンス

ホテル～羽田空港～釧路空港～珸瑤瑁１丁目 

内 容 ・ 成 果 等 

 

年々増加を続けるふるさと納税は、市税を遥かに上回る。当然こ

の制度は自治体経営の重要な要素だが、あくまでも寄付行為である

ことから将来的な安定には問題があると考える上に、地域によって

はこの制度によってデメリットを受ける可能性も否定出来ず、よっ

てこの制度の継続性に不安が残る。 

根室市は成功した事業と言えるがそれだけに、好調な内に将来に

向けての不安を払拭する策を考えるべきと言うことから、本件に対

する調査研究の為先生に取材致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 


